
1. 探査　海を理解するため

科学的知識を多くのステークホルダーに、共有し、

海洋の重要性をお伝えしています

タラ オセアンは、20年にわたり、世界中のトップレベルの研究所や組織と共同で海洋科学を発展させてき

ました。

科学探査船タラ号は、12の探査で60カ国以上に寄港し、57万キロメートルを航海した海に浮かぶ研究室

です。

2. 共有　変革のため

フランスでは、海洋に特化した最初の公益財団法人
（一社）タラ オセアン ジャパンは、その日本支部です



日本沿岸海域で、表層水と堆積物を同時に調査した過去最大規模の調査
JAMBIOのネットワークを利用し全国14箇所とプラスで香川県三豊市の粟島にて日本沿岸の表層水と堆積物、浜におけるプラス
チック汚染を調査

すべてのサンプルからプラスチックが検出 
現在、科学者が採集したサンプルを分析中

海水表面のプラスチック汚染を調査

海底の堆積物のプラスチック汚染を調査

Tara JAMBIO マイクロプラスチック共同調査 (2020-2023)

2024年に
論文発表
予定



共有：教育・啓発イベントを全国で開催しました 
・科学探査船タラ号や、タラオセアンの活動を通し
て、海に起こっている現状について学ぶセミナー
・ビーチクリーンで実際のゴミを観察。科学者が
行っているやり方で浜でのマイクロプラスチックの
採取体験
・ドキュメンタリー映画「マイクロプラスチック・ス
トーリー」 の視聴
・グループで映画の感想や自分たちができること
をディスカッション

などの内容を組み合わせるプログラム。対
象者は子どもから大人まで。
社会課題を可視化し、実際に体験し、自分
達で考えることにより自分事化し、実際にア
クションを起こす事を促すことを大切にして
います。
1万人以上の方にメッセージを届けました！

ビーチクリーンと
マイクロプラスチック
採取体験

Tara JAMBIO マイクロプラスチック共同調査 (2020-2023)



共有：教育・啓発イベント 

Tara JAMBIO マイクロプラスチック共同調査 (2020-2023)

　 開催数 参加人数

イベント 33 983

シンポジウム 4 280

セミナー /
プレゼン

28 1,656

展示 13 9,011

合計 78 11,930

2020年-2023年の教育・啓発活動総計

※展示人数は一部不明のためカウントせず

2020年-2023年のイベント開催リスト

イベント後アンケート過去 16回の
参加者満足度  (5段階評価）

※111名回答　平均回答率：49%

イベント後参加者の感想・意見の一部

環境への意識が高
まる為の活動等、自

らも考えたい!

学校の宿題などを通し
て、知らない人に伝え

たい！

プラごみ ゼロ生活を昼食時
だけでも、実践したい！

発生抑制をもっと呼びかける運動を起
こしたいと感じました！

地球環境について、
もっと深く知りたいと

考えた



共有：
調査に同行した
アーティストの
アート展を開催 
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調査に同行したアーティ
スト（11組）によるアート
展
2023年3月～4月開催
後、不定期開催



共有：調査に同行したアーティストのアート展を開催 

Tara JAMBIO マイクロプラスチック共同調査 (2020-2023)

調査で採集された海底堆積物から

作った釉薬を使用

『メジナの絵』を、船の上を
想起させる空間で鑑賞する
絵画インスタレーション作品

プラスチックに付着するバクテリアから

構想を得た作品「寄生蟹」


